































ン（George Washington）は有名な告別演説において、「米国の欧  
州からの隔絶と欧州諸国との同盟を断つべきだ」と述べた（3）。この  
ような米国の外交的立場、すなわち、“孤立的脱欧”を基本とする  













である。   
本稿の目的は、米国の第三代大統領であったトマス・ジェフアソ  
ンの言動を手がかりに、建国期の米国においてジョージ・ワシントン  
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（3）H・S・Commager，neDocumentsoFAmerican mstoTy，1968，p．174，  
r原典アメリカ史」第三巻、1979，450頁。  
（4）斉藤眞「アメリカ政治外交史j1975、68頁。  






































































を見るジェフアソンの、いわゆる －農本主義的・自由放任論”は正  
しく、上で述べたハミルトンを中心とする「連邦政府と投資階級（＝  
商工業利益層）とのつながりを破壊する」（8）ことをめぎすものであ  
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ことにしたい。   
ところで、「農業土地利益層」の代弁者であったジェフアソンの  





























倫理的および空間的対比」の中で把握している、ことが理解できる。   
このような認識を抱いていた、ジェフアソンは当時のヨーロッパ  
諸国における国際政治上の対立状況、とりわけ、イギリスとフラン  





























提条件’’が問題となる。   
この点について、わが国の優れたアメリカ研究者であった斎藤眞は、  
米国が“孤立的脱欧論”を展開するための前提条件として、「米国  
































































































































































第三巻、1979、125頁参照）。   
なお、ジョン・アダムズについては、最近、石川敬史「アメリカ連邦政  
府の思想的基盤－ジョン・アダムスの中央政府論」2008カ；公刊された。  
3、‘‘膨張の論理’’とその展開   
歴史家のH・S・コマージャが「19世紀の世界から見ればすぐれ  
て膨張的であり、攻撃的であったのは、アメリカ合衆国であった。  
19世紀の前半に… ・当時の正続政府の国に邪悪なイデオロギー（共  
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ン対策や海賊対策とともに、イギリス、フランス、およびスペイン  


























































力の不足を招く経済的思惑も存在した。   
確かに、ジェフアソン大統領にとって、ルイジアナ地方が強国フ  
ランスの手に渡るということは、「ことの大局的なものごとにおいて、  






















していくかにあった。   
それ故、このような緊迫した国際情勢の中で、ジェフアソン大統  





































































ふれじまいで、結局上院の承認のみで済ませたのである（17）。   
この点に関して、ジェフアソン大統領自身も窟法で許されていな  
い行為を行ったことを率直に認めて、次のように弁解した。「それ  
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解釈についても、従来の純理論を捨てて、便宜論に従った」 、とい  


































































































4、おわりに－展望   
柑23年、J・モンロー大統領が一般教書において宣言した「モンロ  
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針である。一方、後者は第二次世界大戦以後、現在に至る“紛争介入（多  
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